
交通死ゼロ 500 日達成 

新町議20名決まる 

よい子の作品 

南中飛行隊大活躍 

ノ
 

、
 

第
四
保
育
所
（
田
中
勇
治
所
長
廿
園
児
五
十
七
人
）
で
二
月

三
日
、
恒
例
の
“
豆
ま
き
〈
が
行
わ
れ
た
。
 

年
男
な
ら
ぬ
年
女
に
ふ
ん
し
た
保
母
さ
ん
た
ち
が
、
豆
の
い

っ
ぱ
い
入
っ
た
ま
す
を
片
手
に
 
「鬼
は
ァ
ー
外
、
福
は
ァ
ー
内
」
 

と
豆
ま
き
。
園
児
た
ち
は
、
夢
中
で
豆
ひ
ろ
い
。
 

“鬼
〈
は
、
園
児
た
ち
の
元
気
に
恐
れ
を
い
だ
き
、
い
つ
の

ま
に
か
退
散
。
園
内
に
は
和
ゃ
か
な
雰
囲
気
が
漂
っ
て
い
た
。
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』
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!
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火災による死者をなくそう 	 P6 
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金木町役」易 

人 口 14,429人 113 

男 6,930人 19 

女 7,499人 十 6 

世帯数 3,890世帯 1 

1月31日現在 	前月比 人
ロ
と
世
帯
数
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町
の
十
六
歳
以
上
の

人
口
 
二
、一
一
四
一
一

人

町
の
免
許
人
ロ
 

六
、
ニ
九
九
人
 

ひとロメモ 

五
0
0
日
達
成
 

町
で
は
、
 一
月
ニ
十

一
日
で
 

「交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ
五
百
日
」
 

を
達
成
。
県
警
本
部
長
か
ら
さ

る
一月
二
十
四
日
、町
交
通
安
全

対
策
協
議
会
（
会
長
‘
古
川
竹

夫
町
長
）
に
表
彰
状
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。
 

さ
る
五
十
七
年
九
月
八
日
、
 

国
道
3
3
9
号
線
で
信
号
無
視

の
オ
ー
ト
バ
イ
が
乗
用
車
に
衝
 
 突

し
、
五
人
が
死
傷
す
る
と
い

う
事
故
が
起
き
て
以
来
、
関
係

者
の
懸
命
の
努
力
で
死
亡
事
故

ゼ
ロ
が
続
い
て
い
た
も
の
で
す
。
 

過
去
の
記
録
は
、
五
十
三
年

六
月
十
二
日
か
ら
五
十
六
年
五

月
二
十
七
日
ま
で
の
千
八
十
一

日
を
最
高
に
、
五
百
日
以
上
を

三
回
遠
成
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
、
金
木
警
察
署
を
初
め
と
し

て
交
通
安
全
協
会
、
安
全
運
転

管
理
者
協
会
、
交
通
指
導
隊
な
 

「交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ
五
・
自

日
」
を
違
成
し
た
と
は
い
え
、
 

事
故
は
相
変
わ
ら
ず
後
を
絶
ち

ま
せ
ん
。
昨
年
一
年
間
に
町
内

で
発
生
し
た
交
通
事
故
は
六
十

二
件

（
前年
対
比
一
件
減
）
で

傷
者
は
七
十
四
人
（
同
十
人
減）
 

と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

ま
た
、
先
ご
ろ
の
新
聞
報
道

に
よ
る
と
、
昨
年
の
傷
害
事
故

第

一
当
事
者
の
居
住
地
別
ワ

ー
 
 ど

の
活
発
な
活
動
と
、
保
育
所

や
学
校
で
の
交
通
安
全
教
育
の

徹
底
、
交
通
安
全
母
の
会
の
ド

ラ
イ
バ
ー
に
対
す
る
安
全
運
転

の
呼
び
か
け
等
々
、
関
係
者
の

地
道
な
活
動
の
成
果
だ
と
言
え

ま
す
。
 

五
百
日
述
成
は
四
回
目
と
な

り
ま
し
た
が
、
二
回
目
の
千
日

達
成
を
め
ざ
し
て
、
町
民
の
み

な
さ
ん
の
事
故
防
止
活
動
に
対

す
る
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

ス
ト
順
位
で
、
出
町
は
二
十
六

位
に
ラ
ン
ク
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

町
民
七
十
四
人
が
第

一
当
事
者

と
な
っ
て
お
り
、
免
許
人
口
千

人
当
た
り
で
は
十
一

・
七
人
で

す
。
 

こ
の
う
ち
町
内
で
第

一
当
事

者
と
な
つ
た
人
は
．,．十
二
人
で

過
半
数
の
四
十
人
が
町
外
と
な

っ
て
い
ま
す
。
交
通
事
故
は
、
 

い
つ
、
ど
こ
で
起
こ
る
と
は
限
 
 り

ま
せ
ん
。
だ
れ
も
が
加
害
者

と
な
り
、
被
害
者
と
な
る
可
能

性
を
秘
め
て
い
ま
す
。
 

ド
ラ
イ
バ
ー
は
も
ち
ろ
ん
自

転
軍
乗
用
者
や
歩
行
者
も
、
み

ん
な
で
交
通
事
故
防
止
に
努
め

今
年
の
傷
害
事
故
第
一
当
事
者

の
居
住
地
別
ワ

ー
ス
ト
順
位
を
 

昭
和
五
十
八
年
度
県
褒
賞
に

輝
い
た
中
谷
藤
太
郎
さ
ん
の
受

賞
祝
賀
会
が
さ
る
一
月
十
日
、
 

金
木
農
協
で
開
か
れ
、
知
人
、
 

友
人
、
農
業
関
係
者
ら
約
二
百

人
が
受
賞
を
祝
い
ま
し
た
。
 

祝
賀
会
で
は
、
主
催
者
を
代

表
し
て
金
木
農
協
の
泉
谷
照
正

専
務
が
、
中
谷
さ
ん
の
業
績
の

紹
介
を
兼
ね
て
あ
い
さ
つ
し
た

後
、
来
賓
と
し
て
出
席
し
た
古
 
 最

下
位
に
し
、
来
年
五
月
二
十

四
日
に
は
、
 「交
通
死
ゼ
ロ
千

日
」
を
遠
成
し
ま
し
ょ
う
。
 

川
竹
夫
町
長
ぢ
が
次
々
と
祝
辞

を
述
べ
、
続
い
て
、
同
農
協
役

職
員
や
婦
人
部
、
青
年
部
な
ど

か
ら
、
中
谷
夫
姿
に
記
念
品
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。
 

こ
れ
に
対
し
て
中
谷
さ
ん
は
 

「喜
び
と
感
激
で
胸
が
い
っ
ば

い
で
す
。
こ
の
気
持
を
忘
れ
る

こ
と
な
く
、
農
家
の
生
活
安
定

に
向
っ
て
心
血
を
注
ぎ
ま
す
。」
 

と
謝
辞
と
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。
 

県警本長部から表彰される古川町長 

次
の
目
標
は
 

一
、〇
〇
〇
日
 

県褒賞おめでとう 
2加人が受賞を祝う 

／へ 

<
 



無・現 農業 

D 
野宮 雄造 ⑧

無・現 建設業 

小田桐喜吉 ②
無・現 商業 

小林 長― ②
無・現 農業 

無・現 農業 

‘フ 
対馬 兼正 ②

無・現 土建業 

西村 節男 ②
無・元団体役員 

沢田 茂 ⑦
無・現土地家屋調査士 

・元 農業 

警 
~0 
久米雄 ⑩ 
・現 農業 

古川 哲雄 ③ 

無・現 建設業 

無
 

今

無
 

（〇
数
字
は
当
選
回
数
）
 

●
 

④
業
 

，
ぐ

、
八

J
逸
 

悪
一
？
 

二
月
ニ
十
九
日
で
任
期
満
了

に
伴
う
町
議
会
議
員
選
挙
は
、
 

一
月
二
十
九
日
告
示
さ
れ
、
定

数
二
十
名
に
対
し
、
現
職
十
八

名
、
元
五
名
の
合
計
二
十
三
名

が
届
出
し
、
今
ま
で
の
町
議
選

に
な
い
少
数
激
戦
と
な
り
ま
し

た
が
、
ナ
八
名
の
立
候
補
者
が

宣
伝
カ
ー
を
出
さ
な
い
な
ど
で
 

0
④
業
 

町
は
じ
ま
っ
て
以
来
の
静
か
な

選
挙
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。
 

投
票
は
二
月
五
日
、
町
内
六

か
所
の
投
票
所
で
行
わ
れ
、
身

近
な
選
挙
だ
け
に
有
権
者
の
関

心
も
高
く
、
投
票
率
は
九
二
・

一
三
％
を
記
録
しま
し
た
。
 

午
後
七
時
か
ら
中
央
公
民
館

で
即
日
開
票
が
行
わ
れ
、
二
百
 

0
④
業
 

農
 

治
 

竹
 元

 

削
無
 

新
町

議
 

2
0名
決
ま
る
 

投
票
率
は

9
2●
1
3%
 

9
②
業農

 

男
 

義
 現

 

海
・

鳴

無
 

其田 豊―

無・現 農
 

（
ノ
②
業
 

【
、
 
農
 

政
 

徳
 現

 

削

無
 

‘業ン 0 9 	 "rC 
沢田 政孝 ③ 吉崎 正光 ⑤ 竹内 武六 ⑤

無・現 農業 共・元 農業 無・現 農業 

名
の
参
観
人
が
見
守
る
中
、
終

始
緊
迫
し
た
雰
囲
気
で
し
た
が

午
後
九
時
五
十
分
に
は
当
落
が

判
明
し
ま
し
た
。
 

新
し
い
顔
ぷ
れ
は
、
現
職
十

六
名
、
元
四
名
で
、
津
島
正
次

郎
選
挙
管
理
委
員
畏
か
ら
当
選

証
書
が
付
与
さ
れ
ま
し
た
。
な

お
、
新
議
員
の
任
期
は
三
月
一
 

日
か
ら
と
な
り
ま
す
。
 

開
票
の
結
果
は
次
の
通
り
で

す
。
 
（
案
分票

‘
β
り
点
以
下

は
切
り
捨
て
）
 

'
l
ー
 

◆
有
権
者
数

一
O

、
三
〇
ニ
人

◆
投
票
者
数
 
九
、
四
九

一
人

◆
投
票

率
 
九

一
一
・
一
三
％

◆
投
票
総
数
 
九
、
四
八
ハ
票

◆
有
効
投
票
数
 
九
、
四
四
五
票

◆
得
 
票
 

ク
 
沢
田
 
茂

ク
 
伊
藤
 
満
慈

ク
 
吉
田
 
米
逸

ク
 
伊
丸
岡
 
勇

ク
 
秋
元
 
武
治
 

4
 小
野
 
祐
蔵

ク
 
其
川
 
豊
ー
 

ク
 
野
宮
 
雄
造

ク
 
対
馬
 
兼
正
 

4
 古
川
 
哲
雄

ク
 
白
川
 
竹
治

ク
 
小
田
桐
喜
吉

ク
 
西
村
 
節
男

ク
 
今
 
久
米
雄
 

4
 白
川
 
徳
政

ク
 
竹
内
 
武
六

ク
 
吉
崎
 
正
光

ク
 
沢
田
 
政
孝

次
 
加
藤
 
卓
爾
 

白
川
 
峰
雄
 

小
山
内
嘉
一郎
 

鳴
海
 
義
男

小
林
 
長
一
 

当
 
鳴
海
 
義
男
 
五
六
六
票

ク
 
小
陣
 
畏
一
 
五
三
一
票
 

五
六
六
票

五
三
一
票

五
O
〇
票

四
七
五
票

四
七
〇
票

四
六
ニ
票

四
五
八
栗

四
五
〇
票

四
三
七
票

四
三
六
票

四
二
八
票

四
ニ
〇
票

四
一
五
票

四
〇
二
票
 

」
八
二
票
 

」
六
一
票
 

F
五
四
票

一
五
〇
票

一
 
二
五
票

一
 
ニ
一
票

一
 
一
一票

一
 
一
〇票

一
 
二八
票
 



金木だ よ‘J (4 

「みんなの広場」はあなたが
つ＜るページです。話題など
ありましたら企画窒まで
ご運絡下さい。 
いつでも取材に伺います。 

、
 

野 

金
木
小
四
年
 

沢
 
田
 

章
 

喜
良
市
小
四
年
 

中
 
村
 
貴
 

子
 

球
 

わ
た
し
の
か
お
 

第
ニ
保
育
所
 

こ
ば
や
し
こ
」
ず
え
 

嘉
瀬
小
六
年
 

松
 
川
 
和
 
彦
 

みんな 、 
の広場 ’ 雪 合 戦 

川倉小 4年 

泉 谷 裕 幸 

鳥
 

一
 
」
 

百人一首大会に熟戦 

「野
外
活
動
な
ど
で
の
事
故
 
熱

心
に
取
組
ん
で
い
ま
し
た
。
 

や
災
害
時
に
役
立
て
よ
う
ー
」
 
こ
の
後
、

修
了
証
を
手
に
し

と
、
さ
る
一
月
十
四
日
、
中
央
 
た

子
供
た
ち
は
 
「や
っ
て
み
る

公
民
館
で
町
子
供
会
連
合
会
主
 
と
以
外
に
む

ず
か
し
か
っ
た
が
、
 

催
の
救
急
教
室
が
開
か
れ
、
八
 
野
外
活
動
に
役
立

つ
と
思
い
、
 

十
人
の
子
供
た
ち
が
熱
心
に
勉
 
す
べ

て
覚
え
た
。」
な
どと
感
想
 

強
し
ま
し
た
。
 

を
語
っ
て
い
ま
し
た
。
 

午
前
中
、
金
木
消
防
署
員
を
 

③
西
村
公
希
 
▽
同
四
年
I
①

葛
西
千
雪
 
②
伊
丸
岡
さ
お
り

③
松
山
昌
史
 
▽
同
五
年
廿
①

内
海
克
哉
 
②
秋
元
香
澄
 
③

沢
田
正
都
 
▽
同
六
年
廿
①
松

尾
辰
美
 
②
小
野
洋
 
③
白
川

え
り
子
 
▽
中
学
校
・
①
伊
丸

岡
ゆ
か
り
 
②
葛
西
貴
彦
 
③

長
尾
秀
人
 
◆
団
体
 
①
昭
和

町
子
供
会
（
阿
部
里
香
、
伊
丸

岡
ゆ
か
り
、
磯
野
香
織
）
②
朝

日
町
同
（
山
田
美
和
子
、
中
村

貴
子
、
中
村
健

一
郎
）
③
山
道

町
同

（
木
津正
子
、
斉
藤
晶
子

山
中
貴
美
子
）
 

会
 

大
 

た
 

よ
？
 

広
 

戦
 

熱
 

あ
な
た
の
善
意
 

あ
り
が
と
う
 

蒔
田
の
川
目
唯

一
さ
ん

が
、
拾
得
金
・
．F
円
を
町

に
寄
託
し
ま
し
た
。
町
で

は
社
会
福
祉
の
た
め
に
使

う
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
 

野
外
活
動
に
備
え
 

救
急
法
を

マ
ス
タ

ー
 

三角巾を頭に・・・止血法の実技に取組

む子供たち 

講
師
に
止
血
法

や
人
工
呼
吸
法

な
ど
の
指
導
を

受
け
た
後
、
午

後
か
ら
は
、
子

供
た
ち
同
士
で

ベ
ア
を
組
み
、
 

人
r
呼
吸
法
ゃ
 

・

．
．角
巾
で
の
応

急
F
当
の
仕
方

な
ど
の
実
技
に
、
 

金
木
地
区
子

供
会
育
成
会
主

催
の
第
八
回
百

人

一
首
大
会
が

さ
る
一
月
十
六

日
、
約
三
百
人

の
子
供
た
ち
が

参
加
し
て
中
央

公
民
館
で
開
か

れ
ま
し
た
＼
大

会
で
は
、
続
み

手
に
よ
っ
て
和
 

戸
 

歌
が

一
首
ず
つ
統
み
あ
げ
ら
れ

る
た
び
に
、
子
供
た
ち
が
“
ハ

イ
ッ
ー
と
元
気
な
声
を
あ
げ
て

か
る
た
を
取
り
合
う
な
ど
、
熱

戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。
 

結
果
は
次
の
通
り
で
す
。
 

◆
個
人
 
▽
小
学
校
一
年
I
 

①
大
橋
奈
々
 
②
川
村
真
史

③
内
海
嗣
大
 
▽
同
二
年
I
①

池
田
直
人
 
②
田
中
め
ぐ
み

③
小
野
瑞
穂
 
▽
同
「
犀
I
①

石
川
真
之
 
②
大
橋
ゆ
か
り
 

(
 



6 年女子距離で優勝“  
した山中真理子選手 叫 

,
 

谷

・
 

・

き
 

男子リレー 

のスタート 

純飛躍今亨金木南初優勝 

回 転白川金木に !JLく 
県中学校スキー大会 

手
 

選
 

削
 

た
 

・

し勝
 

優
 

で
 

転
 

回
 

子
 

女
 

木
南
3
）
が
初
優
勝
に
輝
い
た

ほ
か
六
人
全
員
が
入
賞
。
複
合

で
は
惜
し
く
も
優
勝
を
逸
し
た

も
の
の
四
人
が
入
賞
し
、
 “金

木
南
飛
行
隊
）
の
伝
統
を
守
り

ま
し
た
。
 

ま
た
、白
川
あ
さ
子
選
手
（
金
 

嘉
瀬
ス
キ
ー
ク
ラ
プ
主
催
の

第
八
回
あ
す
な
ろ
記
念
ス
キ
ー
 

大
会
が
さ
る

一
月
二
十
九
日
、
 

嘉
瀬
ス
キ
ー
場
で
開
か
れ
、
町

内
外
か
ら
十
一
校
、
約
三
百
人

の
選
手
が
参
加
し
て
熱
戦
を
繰

り
広
げ
、
川
倉
小
学
校
が
見
事

総
合
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。
 

結
果
は
次
の
通
り
で
す
。
 

◆
距
離
 
▽
男
子
四
年
I
①
 
 木

3
）
は
回
転
で
初
優
勝
し
た

ほ
か
、
大
回
転
で
も
三
位
に
入

る
大
健
闘
を
見
せ
ま
し
た
。
 

入
賞
者
は
次
の
通
り
で
す
。
 

▽
純
飛
躍
廿
①
今
亨
（
金
木

南
3
）
②
秋
元
謙
也

（
同2
)
 

③
今
晴
央
（
同
3
）
④
木
村
匡

弘

（
同3
）
⑦
大
橋
淳
哉

（
同
 

3
）
⑧
小
野
正
範
（
同
2
)
 

▽
複
合
I
②
今
亨
（
金
木南
3
)
 

③
古
川
嘉
彦

（
同2
）
⑤
古
川

健
一
 
（
同2
）
⑧
今
暗
央
（
同
 

3
）
 
マ
男
子
リ
レ

ー
I
⑦
金

木
南
 
▽
学
校
対
抗
得
点
男
子
 

I
②
金
木
南
 
▽
女
子
回
転
I
 

①
白
川
あ
さ
子
（
金
木
3
)
 

▽
女
子
大
回
転
ー
③
白
川
あ
さ

子

（
同
）
 
▽
学
校
対
抗
得点

女
子
I
④
金
木
 

中
谷
勝
美

（
川
倉
）②
木
村
公

哉

（
嘉
瀬）
③
成
田
祐
則
（
同
）
 

▽
同
五
年
I
①
中
谷
貴
美
（
川

倉
）
②
広
瀬
勝
（
嘉
瀬
）
③
中

谷
望
（
川
倉
）
▽
同
六
年
I
①

其
田
啓
吾
（
川
倉
）
②
土
岐
純

也

（
嘉瀬
）
③
三
橋
諭
（
川
倉
）
 

▽
女
子
四
年
I
①
中
谷
真
起
子
 

（川
倉
）
②
岩
村
さ
お
り
（
嘉

瀬
）
③
泉
谷
由
佳
子

（川
倉
）
 
 ▽

同
五
年
I
①
泉
谷
真
更
 
川

倉
）
②
竹
内
千
春

（
同『
③
泉

谷
美
好
（
同
）
▽
同
六
年
I
①

山
中
真
理
子
（
嘉
瀬
）
②
鎌
田

美
幸

（
同
）
③中
谷
ゆ
か
り
（
 

川
倉
）
 

◆
回
転
 
マ
男
子
四
年
I
③

荒
谷
直
人

（
金
木）
▽
同
五
年
 

I
①
桑
田
和
仁
（
喜
良
市
）
②

白
川
大
吾
（
金
木
）
▽
同
六
年
 

I
②
浅
利
敏
実
（
川
倉
 
▽
女

子
四
年
‘
①
泉
谷
由
佳
子
（
川

倉
）
②
泉
谷
真
奈
美
（
同
）
③

吉
崎
由
美
子
（
嘉
瀬
）
▽
同
五

年
I
②
中
谷
桂
子

（川
倉
）
③

山
中
恵
（
嘉
瀬
）
▽
同
六
年
I
 

③
小
林
ま
り
子
（
金
木
）
 

◆
飛
躍
 
▽
四
年
十
下
木
①

貴
博

（
嘉
瀬）
②
鳴
海
忠
幸

（
 

同
）
③
古
川
秀
樹

（
喜良
市
）
 

▽
五
年
I
①
木
下
貴
樹
（
嘉
瀬）
 

②
沢
田
渋

（
同）
③
秋
元
孝
昭
 

（
金
木）
▽
六
年
I
①
古
川
純

一
（
喜
良
市
）②
西
村
徹
（
同
）
 

◆
リ
レ

ー
 
▽
男
子
l
①
川

倉
A
 
②
川
倉
B
 
③
嘉
瀬
A
 

▽
女
子
I
①
嘉
瀬
A
 
②
川
倉
 

A
 
③
川
倉
B
 

◆
総
合
 
▽
男
子
総
合
I
①

嘉
瀬
 
②
川
倉
 
③
喜
良
市

▽
女
子
総
合
 
①
川
倉
 
②
嘉

瀬
 
③
喜
良
市
 
▽
男
女
総
合

①
川
倉
 
②
嘉
瀬
 
③
喜
良
市
 

(5） 金木だよ‘J 

純飛躍で優勝した今亨選手 

さ
る
一
月
十
六
日
か
ら
十
八

日
ま
で
の
三
日
間
、
南
郡
大
鰐

町
の
大
鰐
温
泉
ス
キ
ー
場
で
第

三
十
四
回
県
中
学
校
ス
キ
ー
大

会
が
開
か
れ
、
金
木
中
、
金
木

南
中
の
選
手
が
母
校
の
名
誉
と

東
北

・
全
国
大
会
出
場
を
め
ざ

し
て
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。
 

純
飛
躍
で
は
今
亨
選
手

（金
 

川
倉
小
が
総
合
優
勝
 

あ
す
な
ろ
記
念

ス
キ
ー
大
会
 



嚇
 た
ば
こ
の
消
し忘
れ
と
 

晩
 
“

一
一月
）
が
ト
ッ
プ
 

二
月
、

午

前
三
時

：
●
：●
 

火
災
に
よ
る
死
者
を
な
く
そ
う
 

119番への通報は 
落ち着いて正確に 

火
災
や
事
故

を
発
見
し
た
ら

あ
な
た
は
ま
ず

何
を
し
ま
す
か

？
・ー
一

年
間

に
火
災
や
救
急

の
た
め
出
動
す

る
消
防
ポ
ン
プ

卓
や
救
急
軍
は

町
内
で
延
べ
四

百
回
に
も
上
り

ま
す
が
、
そ
の

ほ
と
ん
ど
が

一

一
九
番
へ
の
通
 

「火
事
は
怖
い
」
と
、
た
だ

漫
然
と
考
え
て
い
る
だ
け
で
は

火
災
は
防
げ
そ
う
に
あ
り
ま
せ

ん
。
ど
う
い
う
場
合
に
、
ど
ん

な
火
災
が
多
い
の
か
、
そ
の
た

め
に
は
ど
ん
な
注
意
が
必
要
か
 

い
わ
ば
、
火
災
の
“
傾
向

と
対
策
《
を
自
分
な
り
に
整
理

し
て
お
く
と
、
予
防
に
対
す
る

気
く
ば
り
も
よ
り
具
体
的
に
な

っ
て
安
全
で
す
。
 

昭
和
五
十
八
年
版
消
防
白
書
 
 

に
よ
る
と
、
昭
和
五
十
七
年
中

に
発
生
し
た
火
災
は
全
国
で
六

万
五
百
六
十
八
件
。
火
災
に
よ

る
死
者
を
火
災
の
種
類
別
に
み

る
と
、
建
物
火
災
に
よ
る
も
の

が
全
体
の
七
割
近
く
を
占
め
て

い
ま
す
。
そ
の
な
か
で
も
木
造

住
宅
で
の
死
者
が
最
も
多
く
、
 

階
層
別
で
は
一
階
の
死
者
が
約

七
割
を
占
め
ま
す
。
こ
の
ほ
か

死
者
を
出
し
た
火
災
に
は
次
の

よ
う
な
特
徴
が
み
ら
れ
ま
す
。
 

〔2
月
〕
一
年
の
う
ち
で
火
災

に
よ
る
死
者
が
多
い
の
ほ
一
月
 

ー
三
月
。
五
十
七
年
中
の
死
者

？
っ
ち
、
約
四
割
に
当
た
る
人

が
こ
の
期
間
に
命
を
落
と
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
三
か
月

間
で
死
者
が
最
も
多
い
の
は
一
一

月
で
す
。
寒
い
時
期
は
、
暖
を

と
る
た
め
の
火
気
使
川
が
増
え

ま
す
。
取
り
扱
い
に
は
十
分
注

意
し
た
い
も
の
で
す
。
 

〔
午
前3
時
〕
時
間
帯
で
は
、
 

深
夜
か
ら
早
朝
に
か
け
て
の
時

間
に
死
者
が
多
く
な
っ
て
い
ま

す
。
特
に
多
い
の
が
午
前
三
時

台
。
熟
唾
し
て
い
る
か
ら
で
し

ょ
う
が
、
家
庭
で
は
簡
易
型
火

災
警
報
器
を
取
り
付
け
る
な
ど

し
て
、
寝
て
い
る
間
の
出
火
も

感
知
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
も

の
で
す
。
 

〔
逃
げ遅
れ
〕
死
亡
原
因
で

一

番
多
い
の
は
や
け
ど
で
五
二

・

四
％
、
次
い
で

一
酸
化
炭
素
中

毒
や
窒
息
の
四
O
％
と
な
っ
て

い
ま
す
。
 

ま
た
、
死
に
至
っ
た
経
過
を
 
 

み
る
と
、
 

逃
げ
遅
 

れ
が
、
 

放
火
自
殺
者
を
除
く
死
者
の
七

〇

・
六
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
 

そ
し
て
、
逃
げ
遅
れ
の
中
で
も
 

「
気
づ
い
た
と
き
に
は
煙
が

回
り
逃
げ
道
が
な
か
っ
た
」
と

思
わ
れ
る
ケ
ー
ス
が
最
も
多
く

な
っ
て
い
ま
す
。
 

〔
お年
寄
り
ゃ
子
供
〕
放
火
自

殺
者
を
除
く
死
者
の
う
ち
、
五
 

昭
和
五
十
八
年
中
に
町
内
で

発
生
し
た
火
災
は
．.．十

一
件
で

内
訳
は
、
建
物
火
災
が
二
十
一
一

件
、
野
火
そ
の
他
九
件
と
な
っ

て
お
り
総
額
に
し
て
約
一
億
六

千
万
円
が
灰
に
な
っ
た
ほ
か
、
 

.
．名
の
死
者
が
出
ま
し
た
。
 

月
別
に
み
る
と
二
月
が
四
件

と
一
番
多
く
発
生
し
、
次
い
で

三
月
、
九
月
な
ど
と
な
っ
て
い
 
 三

・
七
％
は
高
齢
者
、
乳
幼
児

病
人
や
体
の
不
白
由
な
人
で
す
。
 

お
年
寄
り
ゃ
予
供
な
ど
の
避
難

場
所
や
避
難
経
路
を
日
ご
ろ
か

ら
考
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
 

火
災
に
命
を
奮
わ
れ
な
い
た

め
に
、
こ
の
よ
う
な
“
傾
向
一

に
十
分
注
意
し
、
予
防
に
努
め

て
く
だ
さ
い
。
 

ま
す
。
ま
た
、
原
因
別
で
は
、
 

た
ぱ
こ
の
消
し
忘
れ
に
よ
る
火

災
が
最
も
多
く
八
件
、
次
い
で

ス
ト
ー
ブ
、
煙
突
の
加
熱
な
ど

と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

今
年
に
入
っ
て
す
で
に
一
月

だ
け
で
三
件
の
火
災
が
発
生
し

て
い
ま
す
。
た
ぱ
こ
の
消
し
忘

れ
や
火
の
元
に
は
十
分
注
意
し

ま
し
ょ
う
。
 

金木だよ り （6) 

昨年、町内で発生した火災現場 

報
に
よ
る
も
の
で
す
。
 

あ
な
た
も
い
つ
か
、
 一
一
九

番
へ
通
報
す
る
場
面
に
出
合
う

か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
 

消
防
ポ
ン
プ
軍
や
救
急
軍
が

一
刻
で
も
早
く
現
場
に
到
着
し

効
果
的
な
活
動
を
す
る
た
め
に

は
、
場
所

・
日
標
・
火
災
や
負

傷
者
の
状
況
な
ど
を
「
落
ち
若

い
て
」
 
「正
確
に
」
通
報
し
て

い
た
だ
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
 

正
確
な
通
報
は
、
素
早
い
消

火
活
動
や
負
傷
者
の
応
急
処
蹴

病
院
へ
の
搬
送
を
円
滑
に
実
施

す
る
た
め
不
可
決
で

す
。
特

に
、
火
災
の
規
模
に
よ
っ
て
消

防
小
の
台
数
な
ど
を
即
時
に
判

断
す
る
た
め
に
も
正
確
な
通
報

が
ぜ
ひ
と
も
必
要
な
の
で
す
。
 

r
 

(
 



戸籍の窓 

成
人
病
は
、
暴
飲
暴
食
な
ど

日
常
生
活
の
無
理
が
蓄
積
さ
れ

て
起
こ
る
こ
と
の
多
い
病
気
で

す
。
し
か
し
同
時
に
、
ふ
だ
ん

の
健
康
状
態
に
注
意
し
て
い
れ

ば
、
前
も
っ
て
防
げ
る
病
気
だ

と
言
え
ま
す
。
 

ナンバーワン 
神明町 安田 宏

二男 優ニくん 

1月2日生まれ 

体重 3,490グラム 

)
 

対
馬

中
村

工
J
J
+
'
 

鈴
木

原
田

秋
谷

長
尾
 

A
フ
 

和
枝

陽
仁

誠
純

伸
治

佳
奈

圭
祐

和
明

雪
絵
 

治
夫繁

 
馨
 

義
博

春
彦

園
虞

冨
雄

光
国
 

"
'
 

●

。
 

9
 

6
 

4
 

8
 

8
 

8
 

4
 

3
 

【
り

に
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。
）
 

《
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金責金嘉川神嘉金 
木市木瀬倉原瀬木 

中
柏
木

喜
良
市

嘉
 
瀬

金
 
木
 

死
亡
原
因
の
約
ワ
割
を
占
め
る
 

全
国
で
、
毎
日
約
二
千
人
の

人
が
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
原
因
は
、
老
衰
、
交
通
事
故

自
殺
な
ど
い
ろ
い
ろ
で
す
が
、
 

最
も
多
い
の
が
病
死
、
し
か
も

成
人
病
で
す
。
 

昭
和
五
十
七
年
を
例
に
と
る

と
、
死
因
で

一
番
多
い
の
が
、
 

が
ん

（2
3・
9
%
）
、次
い
で
脳
 

卒
中

（2
0・
7
 

%
）
、心
臓
病
（
 

1
7・
7
%
）と
、
 

三
位
ま
で
が
成

人
病
で
す
。
こ

れ
ら
に
、
他
の

成
人
病
ー

局

血
圧
（
1
・
9
 

%
）
と
糖
尿
病
 

(
1

・
2
%
)
 
 を

加
え
る
と
、
亡
く
な
っ
た
人

の
七
割
近
く
（
6
5一
4
%
）
は

成
人
病
が
原
因
、
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
・
丁
り
 

成
人
病
の
う
ち
脳
卒
中
と
心

臓
病
だ
け
で
、
死
亡
原
因
全
体

の
約
四
割
を
占
め
て
い
ま
す
。
 

こ
の
脳
卒
中
、
心
臓
病
の
“
 

土
台
一
に
は
、
 「高
血
圧
」
ゃ
 

「動
脈
硬
化
」
が
あ
り
、
こ
れ
ら

を
予
防
す
る
こ
と
が
脳
卒
中
、
 

心
臓
病
の
予
防
に
つ
な
が
り
ま

す
。
 

〈
動脈
硬
化
〉
 

動
脈
硬
化
と
は
、
血
液
に
含

ま
れ
る
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
な
ど
 
 

の
脂
質
が
血
管
の
内
側
に
こ
び

り
つ
き
、
血
管
の
壁
が
厚
く
な

っ
て
、
動
脈
が
狭
く
な
っ
た
り

弾
力
が
な
く
な
る
こ
と
で
す
。
 

そ
の
結
果
、
血
液
が
流
れ
に

く
く
な
っ
た
り
血
圧
が
高
く
な

り
ま
す
。
血
圧
の
高
い
人
の
多

く
に
動
脈
硬
化
が
見
ら
れ
、
動

脈
硬
化
が
あ
る
と
総
じ
て
血
圧

が
高
く
な
り
ま
す
。
 

〈
高圧
血
〉
 

血
圧
は
、
気
温
、
運
動
量
、
 

精
神
状
態
で
変
わ
り
や
す
く
、
 

一
回
の
測
定
で高
血
圧
か
ど
う

か
は
分
か
り
ま
せ
ん
。
し
か
し

何
度
測
っ
て
も
高
い
よ
う
な
ら

注
意
が
必
要
で
す
。
最
大
血
圧

が
励
以
上
、
最
小
血
圧
が
9
5以

上
が
高
血
圧
と
さ
れ
る
血
圧
の

値
で
す
。
高
血
圧
に
は
、
賢
臓

な
ど
に
病
気
が
あ
っ
て
、
そ
の

た
め
に
血
圧
が
上
が
る
場
合
（
 

二
次
性
高
血
圧
）
と
、
そ
の
よ
 
 

一
 
月
 

お
め
で
と
う
 

安
田
 
優
ニ

（
宏
 
金
 
木

三
橋
 
和
成
（
清
成
 

ク

外
崎
愛
由
子
（
久
也
 

ク

田
中
 
英
次

（
昇
 

ク

」
 
 

中
谷
 
早
希
（
大
佳
宏
）川
 
倉

沢
田
 
宏
道

（
道
幸
 
嘉
 
瀬

秋
元
 
美
保

（
末
吉
 川
 
倉

白
川
 
元
恵
（
豊
昭
 

ク

田
中
 

翼

（
秩得
 

ク

中
谷
 
悦
子

（
敏
 

ク

山
中
 
朝
子
（

優
 
嘉
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大切なあなたのI票よい町つくる

この 1票町の未来が決まるのだ

よいことして正しい選挙 

つくる

うのだ 

	 喜良市小 6年 大 橋 る み 

金木だよ り （8) 

お
知
ら
せ
 ごぞんじですか？
県産業別最低賃金 
昨年10月に青森県最低賃金が改

正され、 1日2,9511'j (1時間369 

r、 円）となりましたが、1月からは

産業別最低賃金も次のように改正

されました。 

ただし、軽易な業務に従ポする

人などは産業別最低賃金が適H］さ 

れない場合があります。 

◆食料品製造業 

1日 3,282円 1時間 411円

◆繊維産業 

I Fl 3,086円 1時間 38619 

◆木材、木製品、家具製造業 

1日 3,250円 1時問 407円

◆出版、印刷、同関連産業 

1［」3,264円 1時問 408円

◆機械、金属製品等製造業 

I Fl 3,344円 	1 llJilj 4181'J 

◆卸売業、小売業 

ノ、、 

◆自動車整備業 

1「」3,35019 1時lilt 419円

◆窯業、土石製品製造業 

Itl3,549円 1時間 444円

＠詐細については、青森労働基可ft 

局またはJi所川原労働基準監督署

にお問い合わせください。 

スタンドの 
日曜営業案内 

ガソリンスタンドの日曜営業は

禁止されていますが、緊急時など

に備えて、町内のスタンドが交替

で日曜日にも営業していますので

ご利用ください。 

◆ 2月19日 荒関商店バイパス 

綴由所 53-3009 

◆ 2月26日 中谷石油 53-2132 

◆ 3月4日 金木農協喜良市友所 

52-2晃9 

◆3月11日 嘉瀬農協 53-2聞7 

身近な動植物を教えて 
緑の国勢調査員募集ノ 
環境庁は今年実施する白然環境

保全基礎調査いわゆる「緑の国勢

調査」の参加者を募集しています。 

身近な自然のは握に協力してい

ただくため白然愛好者の方々の参

加を期待しています。 

◆調査方法 

居住地の周辺を 1km 四方のメ

ッシュに区切り、その中に調査

の対象となる動植物がいるかど

うかを調べていただくもので、 

識別が容易な種類がほとんど。 

◆参加資格 

年令，個人、団体をIiりわず。 

◆申込み締切り 

昭和59年 3月10日 

◆申込み方法 

県庁白然保護課 (0177-22ー 

1111内線3158番）あて。巾込み

に当たっては、住所、氏名．電

話番号をお知らせください。後  

日、申込みのハガキとバンフレ

ットを送付します。 

県立技術専門校で 
転職訓練生募集 

離職した人、あるいは転職を希

望している人で、技能を身につけ

新しい職場に就職しようとする方

々を対象に、次の通り募集します。 

◆募集科目一溶接技術科、白動車

整備科、配管科、建設機械整備

科、建築科、左官科、プロック

建築科、縫製科 

◆定員 = 210人 

◆募集締切日一 3月10日 

◆選考月日・＝ 3月12日 

◆経費ー教科書などを含めて年間

約60,000円程度必要です。 

※修了者は、科目に応じて、ガス

溶接技能講習修了証、液化石油ガ

ス設備士の免状などの資格が得ら

れます。 

詳細は、木造技術専門校または

五所川原公共職業安定所へどうぞ。 

所得税の確定申告は
正しくお早めに― 
昭和58年分の所得税の確定申告

書の受付及び納税は、 2月16日か

ら3月15口までです。 

期限間近になりますと税務署は

大変混雑しますので、申告は早め

に行ってください。 

また、正しくない申告をします

と、不足の税金を納めるだけでな

く、加算税や延滞税も納めなけれ

ばなりませんので、iEしい申告を

してください。 


